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xx-9．瑞浪産コハクに含まれる同翅類昆虫の化石について
(Insecta : Hemii t :ra) 

宮武頼夫 ＊

コハクに含まれていた同翅亜目に属する昆虫の化石は 5点で，検鏃の結果，ヒメヨ コパイの

一種の成虫が 1個体，ョコパイ 上科の一種の幼虫が 1個体，カイガラムシ上科の一種の雄成虫

が 1個体，カイガラムシ上科の一種の第 1令幼虫が 1個体，カイガラムシ上科の一種の幼虫

（令不詳）が 1個体であった ．カイガラムシ上科の幼虫に関しては，微小であるため細部にわ

たる 形態の観察がし難く ，将来コハク片を擦りなおすなどして再検討したい．

1. ヒメヨコバイの一種 (Erythroneurasp.) 

雌成虫 1個体 （第XX-9-1図ーB)

（頸吻群ーヨコパイ上科ーヒメ ヨコパイ 科ーCicadellini ヒメヨコ パイ族—Erythroneura

属）

棚本番号 ：No.43 

埋没状態：擦り面に対してややななめに入っており ．虫体は胸部背面がくだけている以外は

A
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第XX-9-1図 A:ヨコパイ上科の一種の幼虫の化石 （標本番号 No.158-a). 

B:ヒメヨコパイの一種 (Erythroneurasp.）の化石（棟本番号 No.43). C:ョッモ

ンヒメヨコパイ（E1ythro11euralimbara)の前 ・後翅（現生種，No.43と比較する意

味で図示）．D:カイガラムシ上科の一種の雄成虫の化石（梱本番号 No.96-e). 
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ほぼ完全，背面 ・腹面とも比較的よく観察できる ．翅は右前翅の先端が少し欠担している他

は，半開きの状態なので翅脈もよく見える．右後翅は根元から反転しているが，脈相の先半分

はよく観察できる ．各肢は，後）座節の先端が腹部にうずまっている他はよく見えており ，かな

り細かな特徴もよくみえる ．触角は左側はみえにくいが，右側が完全．

測定値 ：体長2.3lnt航，全長 （翅端まで）2.53"'111,前翅長 （左）1．719/1/1，前翅 巾（右）0.51

＂Ill,後腟節長 （右）0.88輝．
同定理由 ：口吻は，頭部腹面がやや胸部に陥没した状態であるので認められないが，前 ・後

翅の脈相から 1司翅亜目の頸吻群のメンパーであることが容易にわかる ．ややとがっているが丸

味をおびた頭部前縁，顕溢に 2列の棘毛を密生した後肢腟節はヨコパイ上科の特徴である ．体

が微小である上に，前翅の翅脈が基部で消滅する傾向にあること ，前翅の先の方にある一連の

横脈 (crossvein)以外に基方には全く横脈を欠くことから ，ヒメヨ コパイ科に屈するこ とが

確定的となる ．前翅端後縁に附属片がないこと，後翅の端室が全て開いているこ とからヒメヨ

コパイ族 (Cicadellini)であることがわかり ，後翅の端室が2つであること ，後翅の横脈が2

本であるこ と， 前翅の第 3端室が四角形 （三角形でない） であるこ となどにより ，Erythro-

neura属に属する種であるというこ とができる ．又，尾端節が長いこ とから雌であるこ とがわ

かる ．本属のヒメヨ コパイは，チマダラ ヒメヨコパイやフタタテンヒメ ヨコパイをはじめ現在

日本から30種近く知られており ，コハクに入っていた個体の体長は，本属の最小種のヨツモン

ヒメヨコパイ E. limbata （本州 ・四国 ・九州 ・朝鮮に産する普通種， 第XX-9-1図―C 参

照）に＇叉たり一致し，現生の梱本と各形限を比較してもよく似ているが，完全｝こ同一種と決定

するには至 らなかった．

生態的知見 ：ヒ メヨコパイ科の各種は，幼虫 ・成虫時代を逝じて種々の植物から吸汁し，年

に数世代をくりかえし，しばしば大発生をして大群となる ．食草は種類によっては限られてお

り，又，ある種ではかなり広範囲に各種の植物を加害するこ とが知られている ．謀作物や栽培

植物の害虫である種も 多く，これらの種では食性や生活史についてかなりよく分かっている ．

ほとんどの種が常緑樹（広菓樹であるこ ともあるが，針葉樹であることも多い）の薬裏など

で，成虫態で冬を越す．この コハクに入っている個体は，胸のつぶれ具合からみて生体で樹脂

にく っついたものとみられるが．その場所が幼虫時代からの生息地である場合と，越冬などの

為に移動してきた場合と両方が考えられる ．もしこの種がヨツモンヒメ ヨコパイである とする

と，食草はイネ科雑草なので，後者の可能性が弛い．

2. ョコパイ上科の一種幼虫 1個体 （第xx-9-1図ーA)
（頸吻群ーヨコパイ上科）

標本番号 ：No.158-a 

埋没状態 ：虫体はほぽ完全で，擦り面に対して背を上にしてややななめに入っている ．頭部

と胸部の背面は著しく凹んでおり ，腹節は強く収縮している ．両側の触角は完全，各肢は収縮

して扁平になっているが，ほぼ鋭察できる ．腹端部の棘毛，後肢腟節の棘毛などは比較的よく

観察できる ．

測定値 ：体長0.82≫1111,触角 （左） 1.12111≫1.

同定理由 ：翅がないこと，体が軟弱で著しく縮んでいること ，各部分がかなり未発逹である

ことか ら，幼虫であろう というこ とが一見してわかる ．体長に比して著しく長い触角，とがっ

てはいるが丸味をおぴている頭部前緑，不完全ながらも認められる翅芽，顕著な2列の棘毛を

もった長い後脚胚節，｝lu部後半背面に特徴的な長毛がまばらに生えていることなどの点からヨ
コパイ上科の幼虫であろうということが充分 肖 ける ．幼虫が終令でなくかなり若令であるこ
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と，現生のヨコパイ上科の幼虫の分類が進んでいないことなどにより科の決定もむつかしい

が，体長に比して触角が非常に長いことから ，成虫になっても触角がかなり長い種であろうと

いうことが推定される（例えばヨコパイ科でいえば，ト ガリヨコパイ属の種など）．

生態的知見 ：ヨ コパイ上科の現生梱の幼虫は全て植物を加害するが，加害植物の範囲は種子

植物からシダ類にまでおよぶので，穂まで確認できないと生息環境を考察するこ とは不可能で

ある ．このコハクに封入されている幼虫は，死後風で迎ばれてきた可能性もないこ とはない

が，体の各部の脱水 ・収縮状態や，極めて細くて長い触角が両方とも 完全に保たれているこ と

から考えると ，樹木の菜か下草の菓で生息していたものが落下して樹脂にくっつき， 生体で封

入された可能性が強い．

3. カイガラムシ上科の一種雄戚虫 1個体（第xx-9-1図ーD)

（腹吻群ーカイガラムシ上科）

標本番号 ：No.96-e 

埋没状態 ：虫体は完全で，両方の前翅を背側で重ねあわせ．体の左側を上にして真横に入っ

ている．前翅の脈相，触角の構造，平均槻の形態，各肢の特徴，二本の尾毛など全てよく観察

できる ．

測定値：体長0.43~／漑 ， 触角長（右ー0 . 4 1 9/19 ， 左 ー0.37~間）， 前翅長 （左0.639/1l1 ， 右0 ． 649Im) ，

尾毛長（右0.32証，左0.31 ~傭）．

同定理由：翅は2枚しかなく (dipterous)， 後翅は平均混として退化しているが， 腹端に

顕著な2本の長い尾毛があることから ，双翅目ではなく ，カイガラムシ上科の雄の成虫である

ことが明瞭である．前翅の翅脈が退化して，径脈と中脈だけしか存在しないことや， 退化した

複眼，長く て明瞭に分節し長毛を装う触角の特徴，扁平な身体などの形態的特徴がそれをうら

ずけている ．各部分の形態はよく観察できるので，も っとくわしい同定ができる状態である

が，現生のカイガラムシの雄成虫による分類が充分でないため，何科に属するかもよくわから

ない．いずれ専門家に確認を依頼する予定である ．

生態的知見 ：カイガラムシの雄成虫は飛翔できるが，風で飛ばされる場合も多く ，食華がす

ぐ近くにあったかどうか判断し難い．しかし．このコハクに入っている成虫は．生体で封入さ

れたもののようで，雄成虫の寿命が 1日か2日しかないことから考えると ，発生地は近くであ

った可能性が強い．しかし，稲名もグループもわからない状態では．その生息地の環税推定に

情報を提供し得ない．

4. カイガラムシ上科の一種第 1令幼虫 1個体

（腹吻群ーカイガラムシ上科）

棟本番号： No.100-a 

埋没状態：虫体はほぼ完全で．両方の触角と全肢がそろっている ．擦 り面に対して，体の右

横を上にして入っており ，頭部と胸部がややねじれている ．肢はそろってなげだされたかっこ

うで，中 ・後肢は比較的観察しやすいが，前肢は見難い．体表の毛は部分的に観察でき ，尾毛

は1本をのぞいては，周辺に入っているゴミや細い亀裂のため見えにくい．裏面からは右側の

触角がよく観察できる ．

測定値：体長0.39111航，触角長0.17冽肝，後肢長0.24111111.

同定理由 ：口吻はよく見えないが，長くて顕著な尾毛，体長に比し発述した肢，1節のみの

附節，長く て門曲してとがった 1本の爪， 5節か6節に分節し長毛を装う触角などの形態的特

徴は．カイガラムシ上科の第 1令幼虫に見られるものである ．

生態的知見 ：このコハクに入っている個体は生時に封入されたものと思われるが，カイガラ
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ムシの第 1令幼虫の場合は体が小さいので，生きたままで風で運ばれることもあり得る。第 1

令幼虫は最も自由に移動する時期であるため，食草から離れる （あるいは離される）機会も多

しヽ ．

5. カイガラムシ上科の一種 幼虫(?) 1個体

（腹吻群ーカイガラムシ上科）

標本番号 ：No.90 

埋没状態 ：擦り面に対して．背を上にしてややななめに入っている． 背側はほほ完全である

が，頭部・胸部の腹面が入っていた コハク部分が割れて失われているため，両方の触角，両方

の前肢，右中肢がなくなっている ．左中肢と両方の後肢は残っている ．ほぼ両中肢の間の位

置に，口器の棘毛の先端 (1本は長<,1本は短い）がのぞいている． 体表全体に密生する毛

はよく残っており ，観察しやすい．

測定値 ：体長1.0611!荒， 体巾0.62n11n. 

同定理由 ：破損してはいるが，胸部腹面に口吻の棘毛の一部が見えており ，同翅亜目の腹吻

群に属する種であることが推定される．腹部の分節は不明瞭で， 附節は1節のみあり ，爪も1

本だけであることから， カイガラムシ上科の一種であろうと思われる ．このグループの雌成虫

は無翅なので，成虫である可能性もあるが，体長に比して肢が長大であることから ，比較的大

形種の幼虫ではないかと思われる （例えばワラジカイガラムシ科）．

生態的知見：カイガラムシの食草はかなり広範囲にわたることが多く，カイガラムシの種が

判明しても ，環境想定は困難な場合が多い．幼虫は 1令以後は殆んどが植物上で固着生活をす

るが，なお移動できる種もかなりあり，地上におりて他の食草上へうつる幼虫や，移動の途中

で地上へ落下する個体も多く ，土壌昆虫採集用のツルグレン装置でかなり 採集できる ．このコ

ハクに封入されている幼虫は 1令よりは明らかに大きく，何らかの原因で食草をはなれた幼虫

が樹脂にくっついたものであろう ．

ま と め

今回判明した同翅類毘虫は，現在でも広葉樹又は針葉栃の林内で得られるものとほぽ同じと

みてよく ，特殊な斑境を想定させるものは何も入っ ていない．カイガラムシ類については，林

内の木や下草の葉についていた可能性もあるが，この類には土中にあって植物の根に寄生した

り，落葉層中で生活の一時期をすとすものがかなりあるので，そういうグループが樹脂中に閉

じこめられた可能性もある ．いずれにしても ，各種の同定が細かくはできなかったので，それ

らの食性や生息環境による 当時の具体的な環境想定は困難である ．しかし，今度コハクに含ま

れていたヨコパイ類にしろカイガラムシ類にしろ，種類数 ・個体数ともに豊富なグループなの

で，もっと発見されてもいいと考えられるのに，少なかった事実から考えれば，林内の植物相

は単純で， 毘虫相は割に貧弱であったのではないかと思われる．




